
定時総会のお知らせ

会費の納入について

令　和　5　年　度
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令和5年度運営方針

公益社団法人
福岡市シルバー人材センター

（令和4年4月～令和5年２月）
令和4年度実績 就業率

60.9％
就業者数
4,202人

女　性

2,778人

男　性

4,118人

会員数
6,896人
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会員のつどい
安全・適正就業対策委員会だより
7区通信｜会員紹介
会員のひろば
わが町ぶらり散歩

2023.4広　報　誌

福岡市民会館場 所
福岡市中央区天神5丁目1-23

令和5年度の会費は、会費規約に基づき、定時総会の開催までに納入する必要があります。
令和5年4月1日時点の会員の方を対象に、下記の日程で会費の口座振替を行います。

振替日
令和5年5月22日(月)

〒812-0044  福岡市博多区千代1丁目25-15
TEL：092-643-8200　FAX：092-651-5000

公益社団法人 福岡市シルバー人材センター

＼ ご意見やお便りをお待ちしています ／

ふくおかシルバーだより

　定時総会では、令和4年度事業報告及び決
算の承認、令和5年度事業計画及び収支予算
報告が行われます。
　なお、議案書や委任状用紙は5月24日(水)
以降に順次配付いたします。

　口座振替の登録をされていない方には、「会費納入のお
願い」を送付しますので、期日までに納入をお願いいたし
ます。なお振込の際には、金融機関所定の振込手数料が必
要となります。

イオン福岡を通り過ぎて「天神北」交差点を右折。
2つ目の交差点「須崎公園前」を渡って左側に案内板がございます。
案内板に従ってお越しください。

天神から北方面に

徒歩約20分

交通アクセス
博多駅前Aのりば
▶BRT（黄色の2連結バス） 福岡市民会館約25分

博多駅地区

天神地区

E-mail：honbu@fukuoka-sjc.org
https://www.fukuoka-sjc.org/
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特 集

特 集

福岡市シルバー人材センターは
「自主・自立、共働・共助」の理念の下
「持続可能な高齢者の活躍」と「社会貢献」を目指します。
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会員拡大
●会員拡大員(事務補助職員)の活用
●入会説明会の充実と入会勧誘広報の推進
●会員表彰の実施
●就業機会減少会員に対する退会抑制対策の実施
●「輝く女性の集い」の開催

就業機会の開拓
●一般家庭の受託増及び公共部門からの新規受託推進
●介護予防・日常生活支援総合事業の推進
●労働者派遣事業の積極活用

安全・適正就業
●事故の要因分析、ルールの順守徹底(死亡事故は二度と起こさせない)
●講習の実施、安全講習などへの参加促進
●コンプライアンスの徹底
●偽装請負の根絶

サービスの水準向上
●系統的な研修の継続実施
●出張所運営体制の見直し等を通じた組織運営体制の強化

年度末会員数：７，６６８人

契約金額総額：２6億円 (請負21.5億円/派遣4.5億円）

事故の件数：２５件未満
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だより

■https://www.fukuoka-sjc.org/



　中央区「会員のつどい」が3月22日
（水）午後2時より、中央区赤坂の中
央市民センター3階ホールにて開催
されました。来賓や出演者、会員など
約80名の参加でした。第1部は委員
長・来賓の挨拶に続いて、手話ダンス
や中央区会員による演芸披露。第2
部の互助会サークル紹介のあと、第
3部はお楽しみのビンゴ大会で盛り
上がり、楽しい午後のひと時を過ごし
ました。　　（広報委員　佐藤 一雄）

　来賓挨拶、委員長事業報告後、福岡
市消防音楽隊演奏、フラダンスサー
クル「ホアピリ」による演芸披露等に
より、楽しいひと時を過ごしました。

（広報委員　金田 博保）

　３月１７日（金）、城南市民センター
にて開催しました。本年は事業報告と
会員の「演芸大会」を実施しました。エ
ントリーは９組あり、ピアノ演奏や三
味線の弾き語り、カラオケやコーラス
ありと楽しいひと時を過ごしました。
最後にお楽しみ抽選会で大いに盛り
上がり、お土産に紅白饅頭をいただき
散会しました。参加者は関係者を含め
１３３名でした。

（広報委員　衛藤 忠済）

東区

　令和４年度「会員のつどい」が３
月１０日（金）、西市民センターにて
１０８名参加で開催されました。前
半は委員長からの令和４年度事業
報告と令和５年度事業方針発表が
ありました。
　後半は福岡市消防音楽隊による
華やかな演奏に全員感動。お土産
は「塩豆大福紅白餅・今治タオル・
他」をいただきました。

（広報委員　大西 秀人）

日　時　令和５年３月４日（土）午後１時～４時
場　所　博多市民センターホール
参加者　２３２名

（会員１３９名のほか、イベント出場者及び一般来場者などを含む）

　小山田委員長及び来賓の方々の
挨拶に始まり、ひよっとこ踊りで幕
をとじた会員のつどいは、高校生

（福岡第一高校、第一薬科大学付
属高校）の皆さんのパフォーマン
スや百道フラダンスグループの参
加で大いに盛り上がりました。

（広報委員　白石 寛治）

博多区

　３月８日(水)午前９時３０分から「なみ
きスクエア」で、会員１３７人が出席して
開かれました。菊堂委員長、津崎常務理
事のあいさつの後、東警察署の交通第
一課・橋本課長の「高齢者の交通安全」
と、生活安全課・平野課長の「ニセ電話
詐欺」についての講話がありました。
いったん休憩を取り、福岡県警察音楽
隊の演奏に耳を傾け、最後に「お楽しみ
抽選会」で大いに盛り上がりました。　

（広報委員　宮川 洋）

早良区

城南区

西区中央区

会員のつどい

日　 時　令和５年3月15日（水）午前10時～午後0時半
場　所　早良市民センター
参加者　166名

（会員121名のほか、イベント出場者及び一般来場者などを含む）

　南区の「会員のつどい」は桜も満開になろ
うかという3月24日（金）、高宮のアミカスで
会員111人の参加のもと開催されました。
令和4年度の事業活動報告に続いてお待ち
かねの会員によるアトラクションが華やかに
行われました。参加者は年に一度の会員の
祭りを大いに楽しみ、大抽選会やお土産の
紅白饅頭に顔をほころばせていました。

（広報委員　伊藤 建規）
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福岡市消防音楽隊

委員長による事業報告・令和5年度事業方針発表出張所職員紹介

｜ふくおかシルバーだより Vol.18901



　中央区「会員のつどい」が3月22日
（水）午後2時より、中央区赤坂の中
央市民センター3階ホールにて開催
されました。来賓や出演者、会員など
約80名の参加でした。第1部は委員
長・来賓の挨拶に続いて、手話ダンス
や中央区会員による演芸披露。第2
部の互助会サークル紹介のあと、第
3部はお楽しみのビンゴ大会で盛り
上がり、楽しい午後のひと時を過ごし
ました。　　（広報委員　佐藤 一雄）

　来賓挨拶、委員長事業報告後、福岡
市消防音楽隊演奏、フラダンスサー
クル「ホアピリ」による演芸披露等に
より、楽しいひと時を過ごしました。

（広報委員　金田 博保）

　３月１７日（金）、城南市民センター
にて開催しました。本年は事業報告と
会員の「演芸大会」を実施しました。エ
ントリーは９組あり、ピアノ演奏や三
味線の弾き語り、カラオケやコーラス
ありと楽しいひと時を過ごしました。
最後にお楽しみ抽選会で大いに盛り
上がり、お土産に紅白饅頭をいただき
散会しました。参加者は関係者を含め
１３３名でした。

（広報委員　衛藤 忠済）

東区

　令和４年度「会員のつどい」が３
月１０日（金）、西市民センターにて
１０８名参加で開催されました。前
半は委員長からの令和４年度事業
報告と令和５年度事業方針発表が
ありました。
　後半は福岡市消防音楽隊による
華やかな演奏に全員感動。お土産
は「塩豆大福紅白餅・今治タオル・
他」をいただきました。

（広報委員　大西 秀人）

日　時　令和５年３月４日（土）午後１時～４時
場　所　博多市民センターホール
参加者　２３２名

（会員１３９名のほか、イベント出場者及び一般来場者などを含む）

　小山田委員長及び来賓の方々の
挨拶に始まり、ひよっとこ踊りで幕
をとじた会員のつどいは、高校生

（福岡第一高校、第一薬科大学付
属高校）の皆さんのパフォーマン
スや百道フラダンスグループの参
加で大いに盛り上がりました。

（広報委員　白石 寛治）

博多区

　３月８日(水)午前９時３０分から「なみ
きスクエア」で、会員１３７人が出席して
開かれました。菊堂委員長、津崎常務理
事のあいさつの後、東警察署の交通第
一課・橋本課長の「高齢者の交通安全」
と、生活安全課・平野課長の「ニセ電話
詐欺」についての講話がありました。
いったん休憩を取り、福岡県警察音楽
隊の演奏に耳を傾け、最後に「お楽しみ
抽選会」で大いに盛り上がりました。　

（広報委員　宮川 洋）

早良区

城南区

西区中央区

会員のつどい

日　 時　令和５年3月15日（水）午前10時～午後0時半
場　所　早良市民センター
参加者　166名

（会員121名のほか、イベント出場者及び一般来場者などを含む）

　南区の「会員のつどい」は桜も満開になろ
うかという3月24日（金）、高宮のアミカスで
会員111人の参加のもと開催されました。
令和4年度の事業活動報告に続いてお待ち
かねの会員によるアトラクションが華やかに
行われました。参加者は年に一度の会員の
祭りを大いに楽しみ、大抽選会やお土産の
紅白饅頭に顔をほころばせていました。

（広報委員　伊藤 建規）
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委員長による事業報告・令和5年度事業方針発表出張所職員紹介
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事故事例 03 送迎車両を運転中、通常の駐車位置に停車しようとしたところ、他の車両
が駐車しており、対向車がきたことに気を取られて進行したため、ガード
レールに車両左側を接触。

対 策

状 況 車両左側に擦り傷

目視による安全確認・声だし確
認の徹底、だろう運転をしない。

事故事例 02 自転車で帰宅途中、横断歩道で右折車両に接触された。転倒し、頭と腰
を打ち救急搬送されたが、頭に異常はなく、腰の打撲と診断された。

対 策

全 治 打撲 通院数日

自転車を運転する際、横断歩道
は手押しするように努め、前後
左右、後方の車両や自転車等を
確認し安全運転を心掛ける。

安全・適正就業対策委員会だより

もちろん飲酒運転は
厳禁です

夜間はライトを
点けましょう

自転車は車の仲間です。

車と同じように道路の左側を通るのが原則です。

路側帯がある道路では、左側の路側帯を通ります。

歩道を通行できる場合

一時停止、一方通行の
標識を守りましょう

道路を横断する場合

　自転車通行可の標識がある場合や７０歳以上の
方は歩道を通行することができます。
　ただし、車道寄りを通行し、歩行者の通行を妨げ
るような場合は一時停止しなければなりません。

　自転車横断帯を通行します。自転車横断帯が
ない場合で歩行者の通行を妨げるおそれがない
ときは、横断歩道を自転車で通行することができ
ます。
　歩行者がいるときは、自転車から降り、自転車
を押して横断しなければなりません。

　令和５年４月から、全ての自転車利用者にヘルメットの着用
が努力義務化されました。自転車で亡くなられた方の約６割
は頭部に致命傷を負っています。シルバーの仕事に関わら
ず、自転車に乗るときは、ヘルメットを着用しましょう！

車道寄りを
走りましょう！

ヘルメット着用の努力義務化

事故
撲滅
に向けて

知っていますか？

自転車のルール
知っていますか？

自転車のルール
左 右

全国的に、就業途上、就業中に関わらず

転倒による事故が多発しております。

就業中は不用意に走らず、また急いだりせず

安全第一を心掛け行動するようにしましょう。

誰にでも起こりうることなので、会員同士で声をかけあいましょう。

事故事例0１ 就業途上スーパー駐車場を歩いていた際、車両に追突され右下腿部負傷

対 策

全 治 打撲 通院数日

駐車場内は、車の通らない安全
なところを歩く。

靴にタイヤ痕あり▶靴にタイヤ痕あり▶

(令和４年４月から令和5年2月)
令和4年度事故報告 合　計

34件
(前年度比-14)

自動車事故
7件

(前年度比+1)

賠償事故
7件

(前年度比-5)

傷害事故
20件

(前年度比-10)令和５年２月現在(保険適用件数)

｜ふくおかシルバーだより Vol.18903



事故事例 03 送迎車両を運転中、通常の駐車位置に停車しようとしたところ、他の車両
が駐車しており、対向車がきたことに気を取られて進行したため、ガード
レールに車両左側を接触。

対 策

状 況 車両左側に擦り傷

目視による安全確認・声だし確
認の徹底、だろう運転をしない。

事故事例 02 自転車で帰宅途中、横断歩道で右折車両に接触された。転倒し、頭と腰
を打ち救急搬送されたが、頭に異常はなく、腰の打撲と診断された。

対 策

全 治 打撲 通院数日

自転車を運転する際、横断歩道
は手押しするように努め、前後
左右、後方の車両や自転車等を
確認し安全運転を心掛ける。

安全・適正就業対策委員会だより

もちろん飲酒運転は
厳禁です

夜間はライトを
点けましょう

自転車は車の仲間です。

車と同じように道路の左側を通るのが原則です。

路側帯がある道路では、左側の路側帯を通ります。

歩道を通行できる場合

一時停止、一方通行の
標識を守りましょう

道路を横断する場合

　自転車通行可の標識がある場合や７０歳以上の
方は歩道を通行することができます。
　ただし、車道寄りを通行し、歩行者の通行を妨げ
るような場合は一時停止しなければなりません。

　自転車横断帯を通行します。自転車横断帯が
ない場合で歩行者の通行を妨げるおそれがない
ときは、横断歩道を自転車で通行することができ
ます。
　歩行者がいるときは、自転車から降り、自転車
を押して横断しなければなりません。

　令和５年４月から、全ての自転車利用者にヘルメットの着用
が努力義務化されました。自転車で亡くなられた方の約６割
は頭部に致命傷を負っています。シルバーの仕事に関わら
ず、自転車に乗るときは、ヘルメットを着用しましょう！

車道寄りを
走りましょう！

ヘルメット着用の努力義務化

事故
撲滅
に向けて

知っていますか？

自転車のルール
知っていますか？

自転車のルール
左 右

全国的に、就業途上、就業中に関わらず

転倒による事故が多発しております。

就業中は不用意に走らず、また急いだりせず

安全第一を心掛け行動するようにしましょう。

誰にでも起こりうることなので、会員同士で声をかけあいましょう。

事故事例0１ 就業途上スーパー駐車場を歩いていた際、車両に追突され右下腿部負傷

対 策

全 治 打撲 通院数日

駐車場内は、車の通らない安全
なところを歩く。

靴にタイヤ痕あり▶靴にタイヤ痕あり▶

(令和４年４月から令和5年2月)
令和4年度事故報告 合　計

34件
(前年度比-14)

自動車事故
7件

(前年度比+1)

賠償事故
7件

(前年度比-5)

傷害事故
20件

(前年度比-10)令和５年２月現在(保険適用件数)
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　早良出張所で2月２１日（火）、会員２４名の出
席で地域班長会議が開催されました。先ず、中
野委員長の挨拶では、会員数・配分金・ワンコイ
ンお助け隊等を中心とした早良区の現状につ
いて説明がありました。また、シルバーだより配
布時の声かけや、家族を含む皆さんの知り合い
への声かけをして、会員増加につなげてほしい
との事でした。
　続いて三坂安全担当より、事故撲滅について
説明がありました。シルバー人材のザイは材料
のザイというより財宝のザイ、つまりタカラな
のでキズつけないように大切にし、また歳を
とったら体力が低下するので、危ないと思った
ら一呼吸置きましょうと説明がありました。

　伊藤副委員長からは、３月１５日の会員のつど
いへの大まかな説明がありました。最後の質疑
応答では、就業報告書、配分金、屋内清掃業務
等についてやりとりが行われました。

早良区 広報委員　金田 博保

地域班長会議

　年度末は就業会員対象の研修会が目白押し。
地下鉄駅駐輪場に就業する1・2年目会員対象の
接遇・コンプライアンス研修会や剪定・除草に就
業する会員対象の安全・適正就業合同研修会、
各職群の全体会議など多くの会合が開催されま
した。ここでは今期初めて取り組んだ「配布担当
者全体会議」について報告します。
　他区と同様に城南区では「市政だより」「県だ
より」「その他チラシ」の配布業務を行っており、
配分金は一部単位で計算されます。市政だより
を例にとると、配布エリアは３１箇所（部数は
16500部）で、これを22名の会員が手分けして
います。会員の皆さんは、時間単価ではないので
“薄利な仕事”ですが「歩くことは健康のため…」
と精力的に取り組んでいただいています。会議

は参加者の自己紹介からはじまり、意見交換では
「昨年10月からスタートして慣れてきました」「3
年目ですが坂が多くて苦労しています」「配布先
のお宅からお礼を言われました」「ポストがどこ
にあるか分からず苦戦したが今は大丈夫です」と
話が弾み、和やかな全体会議となりました。最後
に、篠原事務補助職員から配布業務の注意事項
を再確認して閉会しました。

城南区 広報委員　衛藤 忠済

配布担当者全体会議

　ここ数年、シルバー人材センターの中でも南
出張所は一番事故の多い出張所に数えられてい
ます。その汚名を払拭するために１月27日（金）
にアミカスの4階大ホールにて「安全・適正就業
促進大会」を開催しました。
　当日は津崎善朗常務理事、川島良一理事のあ
いさつの後、南出張所の事故事例の分析につい
て南警察署交通第一課の村上警部補に「高齢者
の事故防止」、中でも自転車事故についての講
演をしてもらいました。
　特に多いのは就業中の事故と並んで歩行中の
転倒事故で、これは高齢化により足腰が弱ったこ
とが原因で転倒する事例が多いとのこと。当日
参加した90人の会員の一人ひとりがこの日の教

訓を確認し、会員がそれぞれ再発防止策を身近
な会員同士で話し合うことが事故撲滅のために
一番大事なことだと改めて認識しました。

南区 広報委員　伊藤 建規

事故発生No.1 の汚名返上
安全・適正就業
促進大会開催

　この講習会は、剪定の技術向上と就業時の
事故防止を図るために舞鶴公園において実施
しているもので、今年度は３月８日（水）午前９時
から剪定班１１名の会員が出席して開催されま
した。
　初めに、葛島班長から挨拶があり、スケ
ジュールの説明と「剪定作業は安全が第一なの
でくれぐれも注意してください」との発言がな
されました。
　引き続き、ベテランの山口会員が講師とな
り、剪定対象の松の木の剪定時期・方法の説明
と技術的な剪定指導がなされたあと、各自持ち
場について、実際に園内の２本の松の木の剪定
を行って仕上げていました。

博多区 広報委員　白石 寛治

剪定技術講習会

7区通信

剪定班・除草班の安全・適正就業合同研修会剪定班・除草班の安全・適正就業合同研修会

地下鉄駅駐輪場新規就業会員研修会地下鉄駅駐輪場新規就業会員研修会

委員長による開幕挨拶委員長による開幕挨拶

記念講話「高齢者の事故防止」記念講話「高齢者の事故防止」

溝部委員長

村上警部補
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　早良出張所で2月２１日（火）、会員２４名の出
席で地域班長会議が開催されました。先ず、中
野委員長の挨拶では、会員数・配分金・ワンコイ
ンお助け隊等を中心とした早良区の現状につ
いて説明がありました。また、シルバーだより配
布時の声かけや、家族を含む皆さんの知り合い
への声かけをして、会員増加につなげてほしい
との事でした。
　続いて三坂安全担当より、事故撲滅について
説明がありました。シルバー人材のザイは材料
のザイというより財宝のザイ、つまりタカラな
のでキズつけないように大切にし、また歳を
とったら体力が低下するので、危ないと思った
ら一呼吸置きましょうと説明がありました。

　伊藤副委員長からは、３月１５日の会員のつど
いへの大まかな説明がありました。最後の質疑
応答では、就業報告書、配分金、屋内清掃業務
等についてやりとりが行われました。

早良区 広報委員　金田 博保

地域班長会議

　年度末は就業会員対象の研修会が目白押し。
地下鉄駅駐輪場に就業する1・2年目会員対象の
接遇・コンプライアンス研修会や剪定・除草に就
業する会員対象の安全・適正就業合同研修会、
各職群の全体会議など多くの会合が開催されま
した。ここでは今期初めて取り組んだ「配布担当
者全体会議」について報告します。
　他区と同様に城南区では「市政だより」「県だ
より」「その他チラシ」の配布業務を行っており、
配分金は一部単位で計算されます。市政だより
を例にとると、配布エリアは３１箇所（部数は
16500部）で、これを22名の会員が手分けして
います。会員の皆さんは、時間単価ではないので
“薄利な仕事”ですが「歩くことは健康のため…」
と精力的に取り組んでいただいています。会議

は参加者の自己紹介からはじまり、意見交換では
「昨年10月からスタートして慣れてきました」「3
年目ですが坂が多くて苦労しています」「配布先
のお宅からお礼を言われました」「ポストがどこ
にあるか分からず苦戦したが今は大丈夫です」と
話が弾み、和やかな全体会議となりました。最後
に、篠原事務補助職員から配布業務の注意事項
を再確認して閉会しました。

城南区 広報委員　衛藤 忠済

配布担当者全体会議

　ここ数年、シルバー人材センターの中でも南
出張所は一番事故の多い出張所に数えられてい
ます。その汚名を払拭するために１月27日（金）
にアミカスの4階大ホールにて「安全・適正就業
促進大会」を開催しました。
　当日は津崎善朗常務理事、川島良一理事のあ
いさつの後、南出張所の事故事例の分析につい
て南警察署交通第一課の村上警部補に「高齢者
の事故防止」、中でも自転車事故についての講
演をしてもらいました。
　特に多いのは就業中の事故と並んで歩行中の
転倒事故で、これは高齢化により足腰が弱ったこ
とが原因で転倒する事例が多いとのこと。当日
参加した90人の会員の一人ひとりがこの日の教

訓を確認し、会員がそれぞれ再発防止策を身近
な会員同士で話し合うことが事故撲滅のために
一番大事なことだと改めて認識しました。

南区 広報委員　伊藤 建規

事故発生No.1 の汚名返上
安全・適正就業
促進大会開催

　この講習会は、剪定の技術向上と就業時の
事故防止を図るために舞鶴公園において実施
しているもので、今年度は３月８日（水）午前９時
から剪定班１１名の会員が出席して開催されま
した。
　初めに、葛島班長から挨拶があり、スケ
ジュールの説明と「剪定作業は安全が第一なの
でくれぐれも注意してください」との発言がな
されました。
　引き続き、ベテランの山口会員が講師とな
り、剪定対象の松の木の剪定時期・方法の説明
と技術的な剪定指導がなされたあと、各自持ち
場について、実際に園内の２本の松の木の剪定
を行って仕上げていました。

博多区 広報委員　白石 寛治

剪定技術講習会

7区通信

剪定班・除草班の安全・適正就業合同研修会剪定班・除草班の安全・適正就業合同研修会

地下鉄駅駐輪場新規就業会員研修会地下鉄駅駐輪場新規就業会員研修会

委員長による開幕挨拶委員長による開幕挨拶

記念講話「高齢者の事故防止」記念講話「高齢者の事故防止」

溝部委員長

村上警部補
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　趣味の大半は樹木の剪定作業
が占めています。当初、我家の庭
木（雑木）は自分でと考えていまし
たが、手つかず状態になり、どうに
かしなければと考えてばかり。晴
耕雨読の状況になるにはもうしば
らくかかりそうです。

趣味・今後の抱負など

　５～６名のワンチームで剪定作業を中
心に、庭園管理の作業種目について一
通り取り組んでいます。真夏の酷暑、冬
季の寒さもある中で、庭木の容姿を保
つべく楽しく就業出来ていると自負し
ています。作業終了時、お客様より「庭
が明るくなりました」「空がよく見えま
す」「庭が広くなったようです」等の
言葉をいただきますと、疲れも半減
し満足感をいただきます。

就業について

　長年勤めた会社（製薬会社）を６２歳で定年退職後、縁あって
庭園管理の職業訓練を受講する事となりました。その後造園会
社で経験を重ね、庭木に愛着が持てるように成った頃、訓練校の
先輩（シルバー会員）よりシルバー人材への入会の声が
掛かり、以降１５年がたとうとしています。

　中央出張所は2月9日（木）に中央区赤坂の中央
市民センター3階ホールにて、令和4年度の安全・
適正就業促進大会を開催しました。当日は剪定班、
除草班、公園班の会員を中心に約60名が参加。本
部からは津崎常務理事以下、役員の皆さんにご出
席いただきました。大会の冒頭、挨拶に立った津田
中央区委員長は今冬スキー場で負傷した自身の経
験談を交えながら、安全を常に意識することの大切
さを指摘、安全第一での就業を訴えました。
　続いて来賓として最初に津崎常務理事が挨拶
し、昨年９月に発生したチェーンソー使用中の死亡
事故の発生に言及。また危うく重大事故になる自動
車事故が頻発しており、運転中の安全確保は喫緊
の課題であるとしました。次に川島専任理事から
は、時節柄「寒暖差疲労」に注意が必要であるとし
ながら、ハインリッヒの法則にのっとり「ヒヤリハッ
ト」の撲滅を念頭に安全就業を依頼しました。役員

挨拶の終りに大谷専任理事は、剪定・刈払・除草担
当理事の立場から昨年の死亡事故に触れ、安全基
準のさらなる見直し・改定を行っており、整い次第
発行するとしました。
　安全・適正就業講習では、本部業務課の清水職
員を講師に、１時間２０分の講習が行われました。令
和４年度の事故発生状況の報告と、それを受けて
「賠償事故」「重篤・重大事故事例」、そして「コンプ
ライアンス」のテーマで講習会は進められました。
また、チェーンソー事故や自転車事故のDVD上映
など、盛りだくさんな内容でした。講習終了後、剪定
班の高瀬班長と除草班の富田班長が「私の安全対
策」として、日ごろの安全に対する取り組みの報告
と、今後の決意を述べました。最後に「まとめ」とし
て小林監事がスピーチし、「安全対策は人から言わ
れてするものではない。積極的な姿勢で実行に移
して欲しい」と述べ、大会を締めくくりました。

中央区 広報委員　佐藤 一雄

令和4年度安全・適正就業
促進大会を開催

　東出張所管内の駐輪場全体会議は、１月12日
（木）・13日（金）・20日（金）の３日間(午前・午後)、
ＪＲ箱崎、千早、香椎、福工大前、西鉄名島、香椎宮前
各駅の駐輪場に就業する会員全員が出席して開か
れました。会議は藤澤公共担当の司会で進み、最初
に菊堂委員長が「指定管理者としての自覚のもとに
就業していただき感謝しています」と挨拶され、東
出張所の就業者の中で駐輪場の占める割合が高
いことや駐輪場での事故の事例を挙げて状況を説
明し、今後同じような事故が起こらないようにして
ほしいことと、トラブルが発生した時の対応につい
て話されました。続いて三浦職員の進行で「コンプ
ライアンス推進研修」と「指定管理業務および収納
事務等に関する研修」が行われました。
　コンプライアンス推進研修では、就業の機会を
失いかねない不祥事に対する市からの改善指導を

受け、速やかに業務改善に取り組むとともに再発防
止策を講じることを報告されました。また、駐輪場
就業会員にストレスチェック受検サービスを新たに
実施するとのお知らせもありました。
　接遇の面では、具体的な苦情事例をあげて内容
を説明され、利用者が気持ちよく気軽にご利用で
きる駐輪場をめざすことを話されました。また、指
定管理業務および収納事務等に関する研修では、
就業者ひとりひとりが市役所の施設を運営してい
るとの自覚をもって日常業務を行うことや、公金取
扱者として適切な収納業務を行うことが強調され
ました。
　なかでも現金領収帳や払込書兼領収書の取り扱
いには、ミスのないように特に注意して業務を遂行
してほしいと要望されました。

東区 広報委員　宮川 洋

駐輪場全体会議

　２月２２日（水）、西市民センターにて「令和４年度
剪定・手取除草合同安全・適正就業講習会」が開催
されました。本部より安全・適正就業専任理事他４
名、生島委員長以下、剪定・手取除草就業会員４６名
が出席しました。
　講習は、「コンプライアンスの順守」「令和4年度
発生事故の紹介」「安全・適正就業基準の確認」及
び重篤事故が発生した「チェーンソーでのキック
バックの危険性について（DVD投影）」でした。
　特に「発生事故の紹介」では、「決められたことを
適正に行われなかった結果が事故に繋がっている」

ことから、その防止策として「剪
定・除草安全適正就業基準厳守」
を実行し、「思い込みでの行動は
しない」ことを再確認しました。
（左写真　胸バッジ）

　「手取除草班長リーダー会議」が２月１５日（水）、
出張所で開催されました。
　生島委員長から「事業進捗」の説明のあと、班長、
リーダーと今後の「就業推進策」についての討議が
ありました。
　初めに、令和５年度にむけての「就業会員名簿」
の確認。次に就業区域の確認と調整が図られまし
た。徒歩、自転車で行動できる区域内の受注を前提
に、区域外でも昨年実施したところは、本年も受注
することとし、作業結果によっては次回受注の可否
を判断することの確認がありました。
　藤木班長は、多くのお客様から「丁寧にしていた
だきありがとう」との声かけがあり、仕事に「やりが
い」を感じていますと話されていました。
　仕事の最後は熊手
での「波型模様」で仕
上げることを除草班で
共有していますとのこ
とでした。

西区 広報委員　大西 秀人

「思い込み」での行動は、
事故のもと

「仕上げ」は「波型模様」で全員共有

入会のきっかけ

早良区

尼ケ崎 雄文会員
おさふみ

広報委員 金田 博保

尼ケ崎会員は約２５名の
剪定班の職群班長で、地
元校区の老人クラブの
会長も務めておられます。
若さを保つ秘訣は今の
仕事を継続する事で、安
全就業と健康維持には
特に心掛けていると明る
く話されていました。

会員紹介

大町団地手取除草作業大町団地手取除草作業
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　趣味の大半は樹木の剪定作業
が占めています。当初、我家の庭
木（雑木）は自分でと考えていまし
たが、手つかず状態になり、どうに
かしなければと考えてばかり。晴
耕雨読の状況になるにはもうしば
らくかかりそうです。

趣味・今後の抱負など

　５～６名のワンチームで剪定作業を中
心に、庭園管理の作業種目について一
通り取り組んでいます。真夏の酷暑、冬
季の寒さもある中で、庭木の容姿を保
つべく楽しく就業出来ていると自負し
ています。作業終了時、お客様より「庭
が明るくなりました」「空がよく見えま
す」「庭が広くなったようです」等の
言葉をいただきますと、疲れも半減
し満足感をいただきます。

就業について

　長年勤めた会社（製薬会社）を６２歳で定年退職後、縁あって
庭園管理の職業訓練を受講する事となりました。その後造園会
社で経験を重ね、庭木に愛着が持てるように成った頃、訓練校の
先輩（シルバー会員）よりシルバー人材への入会の声が
掛かり、以降１５年がたとうとしています。

　中央出張所は2月9日（木）に中央区赤坂の中央
市民センター3階ホールにて、令和4年度の安全・
適正就業促進大会を開催しました。当日は剪定班、
除草班、公園班の会員を中心に約60名が参加。本
部からは津崎常務理事以下、役員の皆さんにご出
席いただきました。大会の冒頭、挨拶に立った津田
中央区委員長は今冬スキー場で負傷した自身の経
験談を交えながら、安全を常に意識することの大切
さを指摘、安全第一での就業を訴えました。
　続いて来賓として最初に津崎常務理事が挨拶
し、昨年９月に発生したチェーンソー使用中の死亡
事故の発生に言及。また危うく重大事故になる自動
車事故が頻発しており、運転中の安全確保は喫緊
の課題であるとしました。次に川島専任理事から
は、時節柄「寒暖差疲労」に注意が必要であるとし
ながら、ハインリッヒの法則にのっとり「ヒヤリハッ
ト」の撲滅を念頭に安全就業を依頼しました。役員

挨拶の終りに大谷専任理事は、剪定・刈払・除草担
当理事の立場から昨年の死亡事故に触れ、安全基
準のさらなる見直し・改定を行っており、整い次第
発行するとしました。
　安全・適正就業講習では、本部業務課の清水職
員を講師に、１時間２０分の講習が行われました。令
和４年度の事故発生状況の報告と、それを受けて
「賠償事故」「重篤・重大事故事例」、そして「コンプ
ライアンス」のテーマで講習会は進められました。
また、チェーンソー事故や自転車事故のDVD上映
など、盛りだくさんな内容でした。講習終了後、剪定
班の高瀬班長と除草班の富田班長が「私の安全対
策」として、日ごろの安全に対する取り組みの報告
と、今後の決意を述べました。最後に「まとめ」とし
て小林監事がスピーチし、「安全対策は人から言わ
れてするものではない。積極的な姿勢で実行に移
して欲しい」と述べ、大会を締めくくりました。

中央区 広報委員　佐藤 一雄

令和4年度安全・適正就業
促進大会を開催

　東出張所管内の駐輪場全体会議は、１月12日
（木）・13日（金）・20日（金）の３日間(午前・午後)、
ＪＲ箱崎、千早、香椎、福工大前、西鉄名島、香椎宮前
各駅の駐輪場に就業する会員全員が出席して開か
れました。会議は藤澤公共担当の司会で進み、最初
に菊堂委員長が「指定管理者としての自覚のもとに
就業していただき感謝しています」と挨拶され、東
出張所の就業者の中で駐輪場の占める割合が高
いことや駐輪場での事故の事例を挙げて状況を説
明し、今後同じような事故が起こらないようにして
ほしいことと、トラブルが発生した時の対応につい
て話されました。続いて三浦職員の進行で「コンプ
ライアンス推進研修」と「指定管理業務および収納
事務等に関する研修」が行われました。
　コンプライアンス推進研修では、就業の機会を
失いかねない不祥事に対する市からの改善指導を

受け、速やかに業務改善に取り組むとともに再発防
止策を講じることを報告されました。また、駐輪場
就業会員にストレスチェック受検サービスを新たに
実施するとのお知らせもありました。
　接遇の面では、具体的な苦情事例をあげて内容
を説明され、利用者が気持ちよく気軽にご利用で
きる駐輪場をめざすことを話されました。また、指
定管理業務および収納事務等に関する研修では、
就業者ひとりひとりが市役所の施設を運営してい
るとの自覚をもって日常業務を行うことや、公金取
扱者として適切な収納業務を行うことが強調され
ました。
　なかでも現金領収帳や払込書兼領収書の取り扱
いには、ミスのないように特に注意して業務を遂行
してほしいと要望されました。

東区 広報委員　宮川 洋

駐輪場全体会議

　２月２２日（水）、西市民センターにて「令和４年度
剪定・手取除草合同安全・適正就業講習会」が開催
されました。本部より安全・適正就業専任理事他４
名、生島委員長以下、剪定・手取除草就業会員４６名
が出席しました。
　講習は、「コンプライアンスの順守」「令和4年度
発生事故の紹介」「安全・適正就業基準の確認」及
び重篤事故が発生した「チェーンソーでのキック
バックの危険性について（DVD投影）」でした。
　特に「発生事故の紹介」では、「決められたことを
適正に行われなかった結果が事故に繋がっている」

ことから、その防止策として「剪
定・除草安全適正就業基準厳守」
を実行し、「思い込みでの行動は
しない」ことを再確認しました。
（左写真　胸バッジ）

　「手取除草班長リーダー会議」が２月１５日（水）、
出張所で開催されました。
　生島委員長から「事業進捗」の説明のあと、班長、
リーダーと今後の「就業推進策」についての討議が
ありました。
　初めに、令和５年度にむけての「就業会員名簿」
の確認。次に就業区域の確認と調整が図られまし
た。徒歩、自転車で行動できる区域内の受注を前提
に、区域外でも昨年実施したところは、本年も受注
することとし、作業結果によっては次回受注の可否
を判断することの確認がありました。
　藤木班長は、多くのお客様から「丁寧にしていた
だきありがとう」との声かけがあり、仕事に「やりが
い」を感じていますと話されていました。
　仕事の最後は熊手
での「波型模様」で仕
上げることを除草班で
共有していますとのこ
とでした。

西区 広報委員　大西 秀人

「思い込み」での行動は、
事故のもと

「仕上げ」は「波型模様」で全員共有

入会のきっかけ

早良区

尼ケ崎 雄文会員
おさふみ

広報委員 金田 博保

尼ケ崎会員は約２５名の
剪定班の職群班長で、地
元校区の老人クラブの
会長も務めておられます。
若さを保つ秘訣は今の
仕事を継続する事で、安
全就業と健康維持には
特に心掛けていると明る
く話されていました。

会員紹介

大町団地手取除草作業大町団地手取除草作業

ふくおかシルバーだより Vol.189｜08



わが町ぶらり散歩
［　七隈・梅林界隈から「西南杜の湖畔公園」散策　］

　散歩やジョギング後のちょっと一休み気分の時には、公
園内にレストランが1店、ほかに片江方面にコーヒーショッ
プ「珈童」、お食事処では七隈小方面に「タカサキハンバー
グ」があります。また、陶芸に興味ある方は福大方向に15
分ほど歩くと「福岡東洋陶磁美術館」があります。是非一
度観覧をお勧めします。
（ちなみに、西南学院大学は2009年に西区田尻に西日本最大級の「西南
学院大学田尻グリーンフィールド」を完成させました）

周辺のお立ち寄りスポット

　駐車場は3カ所に分かれており合計で約140台の車が
駐車できます。有料で1時間100円（入庫後24時間最大
300円/1回）です。

駐車場

　1960年、西南学院大学が大学の校地として競技用グ
ラウンドや職員宿舎、それに神学校を創りました。それか
ら30余年後、1991年に福岡市が「干隈校区都市計画公
園化構想」に基づき大学側に干隈校地譲渡の要請をしま
した。90年代、福岡市の人口は130万人に上り幹線道路
網や地下鉄の整備、あるいは緑地公園整備など様々な
「都市整備計画」が進みました。
　同大学の体育系キャンパスは2002年5月に西区田尻
地区に移転することが本決まりとなり、干隈校地も順次福
岡市に譲渡されました。そして、2003年に現在の「西南杜
の湖畔公園」が開園しました。
参照：岩間徹著「西南学院大学スポーツグラウンド施設の移転小史」

その昔公園は大学校地でした。

かんがい
　公園内には3つの灌漑用水池がありその周りには保全
林が広がっています。公園のほぼ中央には「芝生広場」が
あります。広場には幼児を連れた多くの家族連れの姿がみ
られます。保全林の中の遊歩道（外周660ｍ）は、野生の草
花を観察しながら季節の移ろいを体現できる最高の場所
です。樹木には名札が掛けてあり四季折々の草花を楽し
むことができます。

四季折 を々楽しめる遊歩道

　周辺の地域を鳥瞰すると、当公園は油山片江展望台か
ら北に延びる丘陵地で、西側に国道263号（早良街道）、南
側に外環状線野芥出入口があり、「七隈四ツ角」から早良
街道の「干隈」を結ぶ中間地域に「西南杜の湖畔公園」の
森が広がっています。公園へのアクセスは、地下鉄七隈線
の「七隈駅」下車、2番出口より約600ｍ（徒歩7分）。また
は、「梅林駅」下車、1番出口より約450ｍ（徒歩5分）。七隈
駅から福大通りを西に歩き始めると緩やかな登り坂になっ
ています。5分程歩くと「七隈小前」の信号に着きます。そ
の一つ先の「七隈小西」の信号を左折すると「西南杜の湖
畔公園」の入り口の標識が目にとまります。周辺は閑静な
住宅街に囲まれています。

「西南杜の湖畔公園」へのアクセス

　スポーツ施設として天然芝の「野球場」やサッカー・ラグ
ビーなどの試合が可能な「球技場」、人工芝のテニス場が
あります。ジョギングにウオーキングに、最適な遊歩道が
整備されています。標準コース（740m）、中距離コース
（1350ｍ）、長距離コース（1750ｍ）の3コースがあり、多
くの市民の方に利用されています。

互 助 会
お知らせ

令和5年度

88
城南区

充実した運動公園

桜の季節も早々過ぎてしまいましたが、
この4・5月はアウトドア派の方にとって最も充実した季節ではないでしょうか。

本号では「自然に満ちた最適な散歩コース」と地域の方から評判の「西南杜の湖畔公園」を紹介します。

広報委員：衛藤 忠済
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　作品のご応募ありがとうございます。
令和5年度は、毎号会員のひろばで作品
を掲載予定です。
　会員の皆さんの、俳句、川柳、絵画や写
真、手芸品等の作品を募集します。採用さ
れた方には500円分の図書カードもしく
はクオカードをプレゼントいたします。応
募される方は下記または各出張所にご連
絡ください。
公益社団法人福岡市シルバー人材センター
業務課 轟木　TEL：092-643-8200

5月18日（木）、大濠公園にてハイ
キングを予定しております。詳細は
別紙チラシをご覧ください。その他
の行事については随時シルバーだ
より等でお知らせします。
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わが町ぶらり散歩
［　七隈・梅林界隈から「西南杜の湖畔公園」散策　］

　散歩やジョギング後のちょっと一休み気分の時には、公
園内にレストランが1店、ほかに片江方面にコーヒーショッ
プ「珈童」、お食事処では七隈小方面に「タカサキハンバー
グ」があります。また、陶芸に興味ある方は福大方向に15
分ほど歩くと「福岡東洋陶磁美術館」があります。是非一
度観覧をお勧めします。
（ちなみに、西南学院大学は2009年に西区田尻に西日本最大級の「西南
学院大学田尻グリーンフィールド」を完成させました）

周辺のお立ち寄りスポット

　駐車場は3カ所に分かれており合計で約140台の車が
駐車できます。有料で1時間100円（入庫後24時間最大
300円/1回）です。

駐車場

　1960年、西南学院大学が大学の校地として競技用グ
ラウンドや職員宿舎、それに神学校を創りました。それか
ら30余年後、1991年に福岡市が「干隈校区都市計画公
園化構想」に基づき大学側に干隈校地譲渡の要請をしま
した。90年代、福岡市の人口は130万人に上り幹線道路
網や地下鉄の整備、あるいは緑地公園整備など様々な
「都市整備計画」が進みました。
　同大学の体育系キャンパスは2002年5月に西区田尻
地区に移転することが本決まりとなり、干隈校地も順次福
岡市に譲渡されました。そして、2003年に現在の「西南杜
の湖畔公園」が開園しました。
参照：岩間徹著「西南学院大学スポーツグラウンド施設の移転小史」

その昔公園は大学校地でした。

かんがい
　公園内には3つの灌漑用水池がありその周りには保全
林が広がっています。公園のほぼ中央には「芝生広場」が
あります。広場には幼児を連れた多くの家族連れの姿がみ
られます。保全林の中の遊歩道（外周660ｍ）は、野生の草
花を観察しながら季節の移ろいを体現できる最高の場所
です。樹木には名札が掛けてあり四季折々の草花を楽し
むことができます。

四季折 を々楽しめる遊歩道

　周辺の地域を鳥瞰すると、当公園は油山片江展望台か
ら北に延びる丘陵地で、西側に国道263号（早良街道）、南
側に外環状線野芥出入口があり、「七隈四ツ角」から早良
街道の「干隈」を結ぶ中間地域に「西南杜の湖畔公園」の
森が広がっています。公園へのアクセスは、地下鉄七隈線
の「七隈駅」下車、2番出口より約600ｍ（徒歩7分）。また
は、「梅林駅」下車、1番出口より約450ｍ（徒歩5分）。七隈
駅から福大通りを西に歩き始めると緩やかな登り坂になっ
ています。5分程歩くと「七隈小前」の信号に着きます。そ
の一つ先の「七隈小西」の信号を左折すると「西南杜の湖
畔公園」の入り口の標識が目にとまります。周辺は閑静な
住宅街に囲まれています。

「西南杜の湖畔公園」へのアクセス

　スポーツ施設として天然芝の「野球場」やサッカー・ラグ
ビーなどの試合が可能な「球技場」、人工芝のテニス場が
あります。ジョギングにウオーキングに、最適な遊歩道が
整備されています。標準コース（740m）、中距離コース
（1350ｍ）、長距離コース（1750ｍ）の3コースがあり、多
くの市民の方に利用されています。

互 助 会
お知らせ

令和5年度

88
城南区

充実した運動公園

桜の季節も早々過ぎてしまいましたが、
この4・5月はアウトドア派の方にとって最も充実した季節ではないでしょうか。

本号では「自然に満ちた最適な散歩コース」と地域の方から評判の「西南杜の湖畔公園」を紹介します。

広報委員：衛藤 忠済
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　作品のご応募ありがとうございます。
令和5年度は、毎号会員のひろばで作品
を掲載予定です。
　会員の皆さんの、俳句、川柳、絵画や写
真、手芸品等の作品を募集します。採用さ
れた方には500円分の図書カードもしく
はクオカードをプレゼントいたします。応
募される方は下記または各出張所にご連
絡ください。
公益社団法人福岡市シルバー人材センター
業務課 轟木　TEL：092-643-8200

5月18日（木）、大濠公園にてハイ
キングを予定しております。詳細は
別紙チラシをご覧ください。その他
の行事については随時シルバーだ
より等でお知らせします。
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定時総会のお知らせ

会費の納入について

令　和　5　年　度

バ ス

徒 歩

徒歩4分
ソラリアステージ前2Aのりば
▶20番・80番・90番 市民会館南口約6分

徒歩
ソラリアステージ前2Aのりば
▶BRT（黄色の2連結バス） 福岡市民会館約6分

徒歩4分
博多駅前シティ銀行本店前Fのりば
▶46番 市民会館南口約25分

福
岡
市
民
会
館

徒歩

端
川
洲
中

令和5年6月9日(金)日 時
14時開会 16時終了予定

令和5年度運営方針

公益社団法人
福岡市シルバー人材センター

（令和4年4月～令和5年２月）
令和4年度実績 就業率

60.9％
就業者数
4,202人

女　性

2,778人

男　性

4,118人

会員数
6,896人

01

03

05

09

10

会員のつどい
安全・適正就業対策委員会だより
7区通信｜会員紹介
会員のひろば
わが町ぶらり散歩

2023.4広　報　誌

福岡市民会館場 所
福岡市中央区天神5丁目1-23

令和5年度の会費は、会費規約に基づき、定時総会の開催までに納入する必要があります。
令和5年4月1日時点の会員の方を対象に、下記の日程で会費の口座振替を行います。

振替日
令和5年5月22日(月)

〒812-0044  福岡市博多区千代1丁目25-15
TEL：092-643-8200　FAX：092-651-5000

公益社団法人 福岡市シルバー人材センター

＼ ご意見やお便りをお待ちしています ／

ふくおかシルバーだより

　定時総会では、令和4年度事業報告及び決
算の承認、令和5年度事業計画及び収支予算
報告が行われます。
　なお、議案書や委任状用紙は5月24日(水)
以降に順次配付いたします。

　口座振替の登録をされていない方には、「会費納入のお
願い」を送付しますので、期日までに納入をお願いいたし
ます。なお振込の際には、金融機関所定の振込手数料が必
要となります。

イオン福岡を通り過ぎて「天神北」交差点を右折。
2つ目の交差点「須崎公園前」を渡って左側に案内板がございます。
案内板に従ってお越しください。

天神から北方面に

徒歩約20分

交通アクセス
博多駅前Aのりば
▶BRT（黄色の2連結バス） 福岡市民会館約25分

博多駅地区

天神地区

E-mail：honbu@fukuoka-sjc.org
https://www.fukuoka-sjc.org/

発
行
元

令和5年度運営方針

もくじ

Vol.189ふ く お か

特 集

特 集

福岡市シルバー人材センターは
「自主・自立、共働・共助」の理念の下
「持続可能な高齢者の活躍」と「社会貢献」を目指します。

持
続
可
能
な
高
齢
者
の
活
躍
と
社
会
貢
献

イ
メ
ー
ジ
の
転
換
・
事
業
規
模
の
拡
大

会員拡大
●会員拡大員(事務補助職員)の活用
●入会説明会の充実と入会勧誘広報の推進
●会員表彰の実施
●就業機会減少会員に対する退会抑制対策の実施
●「輝く女性の集い」の開催

就業機会の開拓
●一般家庭の受託増及び公共部門からの新規受託推進
●介護予防・日常生活支援総合事業の推進
●労働者派遣事業の積極活用

安全・適正就業
●事故の要因分析、ルールの順守徹底(死亡事故は二度と起こさせない)
●講習の実施、安全講習などへの参加促進
●コンプライアンスの徹底
●偽装請負の根絶

サービスの水準向上
●系統的な研修の継続実施
●出張所運営体制の見直し等を通じた組織運営体制の強化

年度末会員数：７，６６８人

契約金額総額：２6億円 (請負21.5億円/派遣4.5億円）

事故の件数：２５件未満

﹇ 

目 

標 

﹈

だより

■https://www.fukuoka-sjc.org/


